
高額療養費の自己負担引き上げは大問題！

池田真紀議員が衆院予算委で問題点を鋭く追及

2025年３月17日号

北海道5区選出の池田真紀衆院議員は、2月13日開催の衆院予算委員会において、政府
が提出した高額療養費の自己負担引き上げ案の問題を取り上げ「命に関わる問題にもかか
わらず当事者の意見も聞かず極めて拙速な案だ」として政府案の凍結を強く訴えました。

政府は年々増加する医療費、特に高額療養費を抑
制・削減しようと、今国会に患者の自己負担額を段階
的に引き上げる案（最大で７割増）を提示しました。
これに対して患者団体等が「負担増で治療を諦める

人が出てくる」と強く反発。事実、厚生労働省が「治
療を諦める人が出ることによって削減できる医療費は
2,270億円」などと試算していたことが判明し、「命
を切り捨てるに等しい言語道断の案だ」と国民の怒
り・批判が急拡大しました。

2月13日の衆院予算委員会で質問に立った池田真紀
議員は、高額療養費制度について「誰もが対象になり

立憲民主党は2月19日、池田議員が共同提出者の一人となり、政府の
高額療養費の自己負担引き上げ案を全面凍結する法案を提出しました。

当事者不在の政府案決定プロセス

質疑に立つ池田真紀議員

うる突然のリスクに対応する重要な制度」と説明。自身もがん専門病院で2回手術し離職も経験した
こと、また長年のソーシャルワーカーの立場から特に初期段階における患者の経済的な負担軽減策が
重要となること、さらには、がん患者の自殺リスクは診断後の期間が短いほど高く（一般の4.4倍）、
初期の段階で高額療養費制度が適用されることが生きる希望につながることなど、自らの体験や患者
団体の切実な思いを紹介しながら、“命”に直結する極めて重要な制度であることを強調しました。
その上で、引き上げ案を検討した政府の審議会において、当事者や患者団体の意見を聞いていない

こと、また、引き上げの影響を具体的に調査していないことなど政策決定プロセスに重大な問題が
あったことを指摘。「審議不十分、拙速と言わざるを得ない案を安易に認めるわけにいかない」とし
て、今年8月からの施行を凍結するよう訴えました。

命を守れ！立憲が「引上げ凍結法案」を提出

法案を提出する池田議員

こうした国会議論の中で石破首相の方針は二転三転。予算を再修正す
るという迷走のあげくようやく「8月実施を見送り、今秋までに再検討
する」ことで決着をみました。3月12日の衆院厚労委員会で質問に立っ
た池田議員は「国民の怒り・批判は収まっていない。再検討の際には当
事者や関係団体の意見を十分反映すること」を改めて強く求めました。



ＩＫＥＭＡＫＩフォトギャラリー

あなたのそばに【イケマキ】がいます

新篠津村にて

札幌市厚別区街頭演説会

恵庭市街頭演説会

札幌市白石区街頭演説会

北広島市街頭演説会

千歳市街頭演説会

当別町街宣演説会

江北ふれあいまつり

党員・サポーター募集
5区でのサポータ―になってください！一緒に変えよう！

党綱領及びそれに基づく政策に賛同し、草の根からの声に基づく
ボトムアップの政治を実践しようとする18歳以上の日本国民

・5区以外にお住まいの方でもOK

・他総支部で登録済の方も5区での登録がOK
党費 ：年間 6,000円（広報誌含む）
サポーター登録料：年間 2,000円
基準日：4月1日 お申込みは5月中旬まで！

FAX 011-807-5522 info@ikemaki.jp

イケマキカフェ

地域懇談会･イケマキカ
フェを開いていただける方
募集中！
職場やご町内、ご友人とお

気軽にお声かけください♪

ご連絡お待ちしております！

地域で、職場で、学校で、
池田まきを呼んでみませんか？

イケマキカーで5区管内をまわり、地域をあるいています。顔の見える、
声の届く活動！皆さんの声もお聴かせください！

水俣病被害者と語る院内集会

高額医療費患者団体ヒアリング北海道・札幌退職者連合からの政策制度要望

日本私立大学教職員組合からの要請及び意見交換

立民経済産業・環境合同部会
によるラビダス視察

【2025年1月～３月】
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